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フ ィ リピン Laoag で の 地表面 日射量 ・ 放射量観測
＊
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1．は じめに

　地表 面には 太陽 （日射）と大気 （大気放射）の 放

射エ ネル ギーが届 き ， 地表面の 蒸発 ， 大気の 加熱 ，

地面の 加熱などに分配 され，こ の過程で気温が 同

時に決ま る。 地 球温暖化問題 に関連 して 、 地表面

気温の 上昇が近年注 目され て い る。 しか し、地表

面熱収支の もとに なる 日射量の 長期変動に つ い

て は、デー
タが少ない ため、まだ あま り議論され

て い ない
。 気候モ デル の 出力の 検証 と農業の 作物

モ デル に関 して も，広域且 つ 長期的な 日射量が必

要 として い る。

　日本 をはじめ，ア ジア の 国 々 に 日照時間の観測

値は多く蓄積 されて い る 。 しか し ， 日照時間は 日

射 量で は ない た め ， 長 い 間無視 され て きた。Xu

eta1 ．（2011）で は 中国にお け る長期間、多地点 の

日照時間の観測値か ら日射 量を推定 する ア ル ゴ

リズ ム を開発 し
、 気候モ デル 出力 （（MIP3 また は

CMIP5）の 検証 と、農業作物モ デ ル の 入 力値に も

利用で きる日射量の データセ ッ トを作成 した。本

研究の 目的は，東南ア ジア各国の 気象局等などで

観測されて い る地上気象観測データ （日照時間な

ど）か ら ， 地表面 の 目射量データを作成す る こ と

で ある。まず は 2012 年か ら，フ ィ リピ ン Laoag

で地表面 日射量 ・放射量の観測を開始した 。

フ ィ リピ ン 西岸域で は 5〜10月 は雨季で ，
11 〜

4 月は乾季に相 当す る 。
2012 年 2 月 17 日に観測

機器を設置し
，

しばらく乾季が続 い た
。

下図は雨季入 り前後の 5 月の 日射量 （上）と大

気放射量 （下〉の 目変化で ある 。
5 月の 前半は晴

天 日が続い た。13 日大気放射量が ジ ャ ン プ した。

放射量が大きくなっ たの は大気中の水蒸気量

（可降水量）が増加 したか らで あろ う。 しか し，

13 日に は 日射量の 変化が な く， 晴天 日で あっ た。

日射量の 変化 は 2 日後 に起きた 。 つ ま り，15 日

に曇 りに なっ た と判断で きる 。 最初に可降水量

が増加 したが ，曇 りには な っ て いなか っ た。 こ

の よ うに ， 放射量か らの 日単位 （1
−2 日）で早 く

雨季入 りの 兆候が 取 られた 。 また，乾季 （こ こ

で は 2 月 17 日
一5 月 12 日）の 平均 日射量は 278W

m
’2
で ， 放射量は 416Wm

−2
で ある。 雨季には 日射

量が減 り，247Wm
−2

（こ こ では 5 月 13 日
一7 月 2

日の 平均 ， 放射量同）で，放射量が増加 して 435

Wm
−2

となっ た。

2．現地の 状況 と観測機器の 設置

　 フ ィ リピ ン で の 日照時間観測に使用 され て い

る の は キ ャ ン ベ ル 日照計で ， 日本 ・ 中国の ジ ョ ル

ダ ン 式で はない ため，日射計 との 同時観測が必要

で ある 。 今回の 観測場所の Laoag は フ ィ リ ピ ン の

ル ソ ン 島の 北西に位置 して い る 。
Laoag 気象観 測

所は Laoag 空港の 近 くであ る。周囲は平坦 で，商

用電 源も使用で きる。日照時間の観測も精密に行

われ て い る 。

　 日射量 ・放射 量観測 に使用 したの それぞれは

Kipp＆Zonne社の CPRtme −21 日射計 と CPR−CGR−4

赤外放射計で あ る。

3．結果

図 2012年 フ ィ リピ ン 雨季入 り前後の 日射量 と放射量
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